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●この説明書は、必ず組立てされる方にお渡しください。
■組立てされる方へのお願い

… 組立てを誤った場合、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険または物的損害の発生が想定
されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

! 注  意

! 注　意
●漏水防止のため下記事項をお守りください。
・組立て時に、コーキングシーラーが形材の周りにはみ出すように合わせてください。
・ 組立てねじは2.5±0.5Ｎ・ｍ{25±5kgf・cm}のトルクで止めた後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認し
てください。
● 丁番取付けねじは、増締めをして締付けてください。締付けがゆるいと扉脱落のおそれがあります。
（締付けトルクは、2.5±0.5Ｎ・ｍ｛25±5kgf・cm｝）

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

■使用ねじ・部品一覧表

㋑ ㋺ ㋩ ㋥

なべタッピンねじ
φ4×85

なべタッピンねじ
φ4×40 下枠アンカー プッシュボタン

■組立て上のお願い
●枠の組立ては、必ず指定の組立てねじを指定の本数使用して組み立ててください。
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■組立て概要
■親子

幅木

㋑

㋑

㋺

㋺

㋥

㋥

㋥

㋥

㋑

㋺

㋥

㋥

㋥

㋑

㋺

㋥

上枠

下枠

縦枠縦枠

上枠カバー 指はさみ防止部材
※親扉吊元側に取付け

同梱されている上枠カバーと
指はさみ防止部材は、必ず
施工現場へ搬入してください。

■仕様判断フローチャート

FamiLock

手動開閉仕様 FamiLock 手動開閉仕様 ･･････････････････････････････････････････････ P.4

電動開閉仕様
配線露出 FamiLock 自動開閉仕様 電動ドアクローザ

（配線露出） ････････ P.5

配線内蔵 FamiLock 自動開閉仕様 電動ドアクローザ
（配線内蔵）

････････ P.6

顔認証システム

手動開閉仕様 顔認証システム 手動開閉仕様   ･･･････････････････････････････････････････ P.7

電動開閉仕様 顔認証システム 自動開閉仕様 電動ドアクローザ（配線内蔵）   ･･･････････････ P.8
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1はじめに 共通

❶躯体内配線コードは、コネクター形状の違いにより、向きがあります。枠内に通す前に必ず、タグの表示内容とコネクター形状を確認し、躯体内
配線コードの向きがあっていることを確認してください。

お願い

※躯体内配線コードは必ず組立て前に枠内に通してください。

❸躯体内配線コードを通した後は、枠にキズをつけないようにテープなどでコネクターを固定してください。
❹躯体内配線コードのはさみ込みによる破損・断線などのないようにしてください。

❷躯体内配線コードの枠側コネクターは切欠き穴から確実に引き出してください。
※コネクターのビニール袋は被せた状態にしてください。通しやすくなります。

コントローラ
ユニット側

クローザ側

枠側
部品箱同梱 電動ドアクローザ同梱

（電動ドアクローザ仕様のみ）

枠側

タグ

枠側コネクター

ゴムリングあり

■親扉・子扉の判別について

■躯体内配線コードの接続についてのお願い

通電金具および躯体内配線の取付けの際、上下枠のツボの位置にて親扉・子扉を判別してください。
下図のように縦枠に対してツボが近い方が子扉側、遠い方が親扉側となっております。

幅木

上枠

下枠

縦枠縦枠

室内側

室外側
親扉側子扉側

下枠

ツボ

●下枠の場合

※配線は一例です。
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■FamiLock手動開閉仕様

●子扉側
①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：1本

②コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

子扉側縦枠

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチッ

子扉側縦枠

2通電金具の配線接続と躯体内配線コードの接続

ドアクローザ

通電金具（子扉用）

コントローラユニット

躯体内配線コード
（部品箱同梱）（10ｍ）

親 

扉
子 

扉
電源

切報
報知

開戸

解錠

施解錠
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■FamiLock自動開閉仕様 電動ドアクローザ（配線露出）

①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：2本

②コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

子扉側縦枠

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチッ

子扉側縦枠

電動
ドアクローザ

配線ボックス

コントローラユニット

躯体内配線コード
（部品箱同梱）（10m）

躯体内配線コード（電動クローザ同梱）（5m）

通電金具（子扉用）

コンセント

ACアダプター

親 

扉
子 

扉
電源

切 報
報知

開戸

解錠

施解錠

●子扉側
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■FamiLock自動開閉仕様 電動ドアクローザ（配線内蔵）

①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。 ②コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

子扉側縦枠

親
扉
側
枠

親扉側枠
親扉側枠

親扉側ラベル

親扉側縦枠

ケーブルタグ

※ケーブルのタグと親扉側縦枠に
貼られたラベルが一致している
ことを確認してください。

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチッ

子扉側縦枠

電動
ドアクローザ

ACアダプター コントローラユニット

躯体内配線コード
（部品箱同梱）（10m）

躯体内配線コード
（電動ドアクローザ同梱）（6ｍ）

躯体内配線コード（電動ドアクローザ同梱）（5m）

通電金具
（子扉用） 

通電金具
（親扉用）

親 

扉
子 

扉
電源

切報
報知

開戸

解錠

施解錠

●親扉側

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチ
ッ

親扉側縦枠

ラベル

●子扉側
①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：2本

③躯体内配線コードを親扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：2本

④コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。
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■顔認証システム 手動開閉仕様

①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：2本

②コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

子扉側縦枠

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチッ

子扉側縦枠

ドアクローザ

ACアダプター

JEM-A配線
（部品箱同梱）（5ｍ）

通電金具（子扉用）

ドアホン

親 

扉
子 

扉

●子扉側
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■顔認証システム 自動開閉仕様 電動ドアクローザ（配線内蔵）

①躯体内配線コードを子扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：3本

③躯体内配線コードを親扉側縦枠に通してください。
　躯体内配線コード：2本

②コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

④コネクターを通電金具（枠側）に接続します。
※通電金具（枠側）は部品箱に同梱されています。

親
扉
側
枠

親扉側枠
親扉側枠

親扉側ラベル

ケーブルタグ

※ケーブルのタグと親扉側縦枠に
貼られたラベルが一致している
ことを確認してください。

子扉側縦枠 通電金具（枠側）

ビニール
上

コネクター
接続

外す「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチッ

子扉側縦枠

※こちらのコネクタは
使用しません。

電動
ドアクローザ

通電金具
（親扉用）

通電金具（子扉用）

ACアダプター

ドアホン
JEM-A配線
（部品箱同梱）（5m）

躯体内配線コード（電動ドアクローザ同梱）（5ｍ）

親 

扉
子 

扉

●親扉側

通電金具（枠側）

ビニール

上

コネクター接続

外す

「カチッ」と鳴るまで
押してください。

カチ
ッ

親扉側縦枠

ラベル

●子扉側
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3通電金具（枠側）の取付け 共通

4配線後の処理についてのお願い 共通

お願い

お願い

※ドア枠内の配線コードにはテンションがかからないようにしてくだ
さい。接触不良により不具合の原因やメンテナンス時に部品の交
換ができなくなります。通電金具（枠側）のシールはコネクター接
続時まで剥がさないでください。電動ドアクローザオプションの
場合、電動ドアクローザ同梱の躯体内配線を取付ける必要があり
ます。枠の躯体内配線と合わせて施工してください。

※施工時に、穴をふさいだテープをはがさないでください。

①通電金具（枠側）を枠に取付けてください。 ②躯体側の配線をテープなどでまとめます。

●配線を通した後、加工穴はテープ等でふさいでください。

通電金具
（枠側）

縦枠

●断面図

通電金具
（枠側）

※縦枠のホロー内に配線、
コネクターをドア枠内に
収めてください。

薄平タッピンねじ
（通電金具（枠側）に同梱）

テープ

加工穴

縦枠

■配線後の処理についてのお願い

配線穴
ふさぎ方法動画

■㋑・㋺ねじの使い分け
下枠：㋑のねじ2本　㋺のねじ1本
幅木：㋑のねじ3本
㋑ねじ…ホロー形材部分に使用します。
㋺ねじ…上枠・下枠の室内側に使用します。
㋥プッシュボタン… ホロー形材の穴ふさぎとして使用します。

●組立ての際、コーナー部の戸当たり気密材が正し
く納まっているか確認してください。

縦枠下枠

㋺

㋑ ㋥

㋑ ㋥

【戸当たり気密材（外観図）】

戸当たり気密材

 注　意
● 漏水防止のため下記事項をお守りください。
・ 組立て時に、コーキングシーラーが形材の周りにはみ出すように合わせてください。
・ 組立てねじは2.5±0.5Ｎ・ｍ{25±5kgf・cm}のトルクで止めた後、ゆるみ・ガタツキの
ないことを確認してください。

5ねじの使い分けについて 共通

6戸当たり気密材のコーナー部納まりについて 共通

電動ドライバーは使用しないでください。高トルクのため、部品が破損し不具合につながるおそれがあります。
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■丁番の取付け

丁番には（上/中）・下の区別があります。右図の丁番のように、軸受け穴
にU字の切欠きがある丁番は上、切欠きがない丁番は下になるよう取付け
ます。
（取付けねじは丁番セットに同梱されています。皿小ねじM4×18）

■幅木・アンカーの取付け
下図を参考に、下枠アンカーを取付けてください。

■幅木を取付ける場合
●幅木は別売りを使用します。幅木の取付けは、
幅木セットに同梱の取付け説明書を参照してく
ださい。

下枠

上枠

縦枠

縦枠

下枠

ハ

 注　意
●丁番取付けねじ、および丁番裏板取付けねじは増締めをし
て締付けてください。（締付けトルクは、2.5±0.5N・m
｛25±5kgf・cm｝）扉脱落のおそれがあります。
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切欠き部あり
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7部品の取付け 共通

室外側

縦枠

下枠

幅木



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /JPN (eBook)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


